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世界の平和と親善　地域社会の向上発展 
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国
内
総
生
産

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
の
国
の
国
民
全
体
で
年
間
に
稼
ぎ

出
す
総
売
上
の
事
だ
。
現
在
、
日
本
は
約
五
二
〇
兆
円
と

か
。
世
界
約
一
八
〇
ヶ
国
全
体
で
は
、
約
三
五
〇
〇
〜
四
〇

〇
〇
兆
円
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
い
か
に
日
本
が
大
金
持
ち

か
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
ま
た
、
こ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
そ

の
国
の
人
口
で
割
っ
た
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
示
し
て
あ

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
例
え
ば
、
世
界
全
体
の
二
割
程
と
い

わ
れ
て
い
る
一
人
当
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
年
間
約
三
八
〇
米
ド
ル

以
下
の
国
々
が
あ
る
。（
約
一
〇
億
人
の
人
々
で
、
一
日
あ

た
り
約
１
米
ド
ル
で
暮
ら
し
て
い
る
。）
例
え
ば
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
や
ア
フ
リ
カ
諸

国
な
ど
で
、
”最
貧
国
“
と
呼
ば
れ
て
い
る
国
々
だ
。
ま
た
、

東
南
ア
ジ
ア
で
は
経
済
的
上
位
に
ラ
ン
ク
す
る
タ
イ
は
約
三

五
〇
〇
米
ド
ル
で
あ
る
。
ち
な
み
に
日
本
は
と
い
う
と
世
界

第
２
位
の
約
三
五
〇
〇
〇
米
ド
ル
で
あ
る
。
な
ん
と
も
驚
く

べ
き
数
字
だ
。
二
十
世
紀
の
後
半
か
ら
二
十
一
世
紀
の
前
半

は
世
界
の
人
口
爆
発
問
題
と
と
も
に
、
こ
の
貧
富
の
格
差
が

あ
ら
ゆ
る
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
す
と
言
わ
れ
て
い
る
”世

界
の
南
北
問
題
“
の
時
代
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
数
字
か
ら

現
代
日
本
の
社
会
を
観
て
み
る
時
、
こ
の
金
の
溢
れ
た
物
に

満
た
さ
れ
過
ぎ
た
日
本
が
本
当
に
豊
か
な
の
だ
ろ
う
か
と
考

え
て
し
ま
う
。
物
が
人
々
の
心
ま
で
も
駆
逐
し
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
低
年
齢
層
に
よ
る
社
会
犯

罪
や
ニ
ー
ト
問
題
、
う
つ
病
患
者
の
増
加
等
な
ど
。
日
常
生

活
の
中
、
物
は
満
た
さ
れ
過
ぎ
自
然
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま

っ
た
子
ど
も
た
ち
は
生
き
る
力
が
弱
ま
り
、
大
人
た
ち
は
ホ

ッ
と
す
る
居
場
所
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
ふ
う

に
思
え
て
な
ら
な
い
の
だ
。
ど
う
や
ら
人
間
に
と
っ
て
物
も

金
も
足
り
な
い
く
ら
い
の
方
が
心
豊
か
に
な
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
タ
イ
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
田
舎
を
み
て
思
え
る
の

だ
が
…
。 
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皆
様
お
元
気
で
す
か
。
私
の
方
は
お
蔭
様
で
ぼ
ち
ぼ
ち
や
っ
て

い
ま
す
。
今
年
一
年
は
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
の
年
ら
し
く
、
い
く
つ

も
の
病
院
を
回
り
、
三
箇
所
に
入
院
も
し
ま
し
た
。
患
者
と
し
て

病
院
を
見
る
の
も
ま
た
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
道
場
の
私
の
部
屋
の
本
棚
に
目
を
や
る
と
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
テ
ラ
の
前
身
「
地
球
市
民

T
E

R
R

A
P

E
O

P
L

E

」
の
一

九
八
七
年
春
号
が
あ
り
ま
し
た
。
今
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
テ
ラ
と
は

違
っ
て
Ｂ
５
版
五
〇
ペ
ー
ジ
の
雑
誌
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
方
か
ら

寄
稿
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
に
事
務
局
長
の

私
も
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
十
八
年
前
に
ど
ん
な
こ
と
を

書
い
て
い
た
の
か
と
目
を
通
し
て
見
ま
し
た
。
八
七
年
と
言
え

ば
、
タ
イ
に
行
き
だ
し
た
翌
年
の
こ
と
で
す
。
何
事
も
原
点
に
戻

る
の
は
大
切
で
、
私
自
身
が
書
い
た
文
章
か
ら
、
現
在
に
通
じ
、

学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
こ
れ
か

ら
の
国
際
交
流
―
真
の
ゆ
た
か
さ
を
求
め
て
」
で
す
。
以
下
、
内

容
を
抜
粋
し
て
み
ま
す
。

（
一
）
国
際
交
流
と
我
々
の
生
活
―
我
々
の
生
活
は
正
に
世
界
の

諸
関
係
の
真
っ
只
中
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
受
身
で

は
な
く
積
極
的
に
こ
の
国
際
化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
こ
の

国
際
化
へ
の
取
り
組
み
自
体
が
我
々
の
生
活
を
よ
り
向
上
さ
せ
る

も
の
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
国
際
交
流
な
ど
必
要
の
無
い
も
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
、
国
際
交
流
と
人
づ
く
り
、
町
づ
く
り
が
密
接
に

結
び
つ
く
の
で
あ
る
。

（
二
）
”ゆ
た
か
な
“
現
代
社
会
―
我
々
は

”豊
か
な
“
社
会
に

住
ん
で
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の

”ゆ
た
か
さ
“
は
虚
像
で

あ
っ
て
実
像
で
は
な
い
。
学
校
の
荒
廃
、
い
じ
め
、
自
殺
、
老
人

の
孤
独
、
若
者
の
無
気
力
、
中
年
の
働
き
中
毒
、
笑
い
の
喪
失
、

無
感
動
な
ど
な
ど
飽
食
日
本
に
す
む
我
々
の
心
は
豊
か
に
な
っ
た

と
言
え
る
の
か
。
何
者
に
も
光
と
影
が
あ
る
。
経
済
的
繁
栄
の
裏

に
は
、
自
然
と
人
間
の
乖
離
、
共
同
体
の
崩
壊
と
言
う
影
の
部
分

が
あ
る
。
こ
れ
が
人
間
性
を
喪
失
さ
せ
て
い
る
。
我
々
は
こ
の
近

代
化
の
影
の
部
分
に
こ
そ
新
し
い
光
を
当
て
、
人
間
性
（=

思
い

や
り
）
を
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
三
）
ム
ダ
を
な
く
そ
う
、
ぜ
い
た
く
を
や
め
よ
う
―
東
京
都
で

捨
て
ら
れ
る
ご
み
の
中
の
残
飯
は
、
途
上
国
の
人
々
五
〇
万
人
の

一
日
分
の
食
料
に
あ
た
る
。
世
界
の
人
口
五
〇
億
人
（
※
な
ん
と

現
在
は
六
四
億
人
）
慢
性
的
栄
養
失
調
に
苦
し
む
も
の
が
六
億

人
、
北
の
国
々
で
は
栄
養
過
多
の
た
め
進
ま
な
い
自
転
車
を
一
生

懸
命
こ
い
だ
り
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

な
ぜ
こ
ん
な
矛
盾
が
起
き
る
の
か
。
問
題
は
、
南
の
貧
困
は
、
北

の
ゆ
た
か
さ
と
大
い
に
関
係
が
あ
り
、
我
々
一
人
一
人
の
生
活
自

体
が
南
の
貧
困
を
作
り
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
こ
で
も

我
々
の
生
活
と
国
際
交
流
は
密
接
に
結
び
つ
く
。

（
四
）
欧
米
偏
重
か
ら
第
三
世
界
、
特
に
ア
ジ
ア
の
視
点
を
―
過

去
一
世
紀
半
の
近
代
化
＝
西
洋
化
の
中
で
我
々
が
失
っ
た
も
の
は

大
き
い
。
世
界
の
四
分
の
三
を
占
め
る
白
人
以
外
の
人
々
と
も
平

等
に
付
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
我
々
の
生
活
は

こ
れ
ら
の
人
々
と
よ
り
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
身
の
周
り

の
品
物
の
原
材
料
が
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
か
を
知
れ
ば
一
目
瞭
然

で
あ
る
。

（
五
）
日
本
人
は
ア
ジ
ア
人
か
―
我
々
は
『
ア
ジ
ア
あ
っ
て
の
日

本
』
と
言
う
事
実
を
か
み
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
発
展
や

進
歩
の
尺
度
を
経
済
だ
け
で
な
く
、
い
や
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、

金
で
買
え
な
い
も
の
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
い
。で
な
け
れ
ば
、い

つ
ま
で
た
っ
て
も
日
本
国
内
の
社
会
問
題
や
教
育
問
題
も
解
決
で

き
な
い
し
、
ア
ジ
ア
蔑
視
、
途
上
国
無
関
心
は
変
わ
ら
な
い
。

（
六
）
国
際
理
解
、
親
善
、
交
流
か
ら
開
発
協
力
へ
―
『
世
界
あ
っ

て
の
日
本
』
と
言
う
こ
と
を
自
覚
す
る
と
き
、
日
本
人
自
体
の
死

活
問
題
と
し
て
南
北
問
題
解
決
に
向
け
て
何
ら
か
の
行
動
を
起
こ

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
世
界
に
は
自
立
自
助
に
よ
る
開
発
を

行
う
た
め
に
援
助
協
力
を
必
要
と
す
る
人
々
が
四
〇
億
近
く
も
い

る
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
に
と
っ
て
は
た
だ
の
親
善
で
は
な
く
協
力

が
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
農
村
の
崩
壊
で
あ
り
、
都
市
へ
の
人

口
集
中
で
あ
り
、
都
市
の
ス
ラ
ム
化
、
都
市
機
能
の
麻
痺
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
根
本
治
療
は
農
村
の
崩
壊
を
防
ぐ
、
つ
ま
り

農
村
開
発
で
あ
る
。
農
業
こ
そ
は
人
間
生
活
の
根
本
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
自
然
と
人
間
の
一
体
感
が
あ
り
、
助
け
合
う
人
間
関
係
が

存
在
す
る
。

（
七
）
民
間
か
ら
民
間
へ
―
途
上
国
で
最
も
援
助
協
力
を
必
要
と

し
て
い
る
の
は
、
政
府
の
手
の
届
か
な
い
一
般
大
衆
で
あ
る
。
政

府
間
協
力
で
は
キ
メ
の
細
か
な
活
動
は
出
来
に
く
い
、
そ
こ
で
、

我
々
一
般
大
衆
の
出
番
と
な
る
。

（
八
）
地
域
か
ら
地
域
へ
―
要
は
人
間
と
人
間
の
交
流
で
あ
る
。

（
九
）「
詰
め
込
み
教
育
」
か
ら
「
地
球
共
感
教
育
」
へ
―
国
際
協

力
を
進
め
る
上
で
、
教
育
の
持
つ
意
味
は
計
り
知
れ
ぬ
ほ
ど
大
き

い
。
世
界
の
現
状
、
そ
れ
を
引
き
起
こ
し
た
構
造
を
教
え
る
こ
と

は
す
べ
て
の
大
人
た
ち
の
義
務
で
あ
る
。
何
の
た
め
の
勉
強
か
、

何
の
た
め
の
進
学
か
、
能
力
と
は
何
か
、
何
の
た
め
の
学
歴
か
を

問
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
真
の
国
際
感
覚
と
は
、
障
害
者

な
ど
の
社
会
的
弱
者
を
も
含
め
て
被
圧
迫
少
数
者
そ
し
て
自
分
と

異
な
る
も
の
に
対
す
る
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
で
あ
ろ

う
。
恵
ま
れ
な
い
人
々
を
助
け
る
の
は
、
人
間
の
最
低
の
義
務
で

あ
る
こ
と
を
大
人
一
人
一
人
が
は
っ
き
り
と
自
覚
し
、
小
さ
い
と

き
か
ら
子
ど
も
に
教
え
込
ん
で
い
く
事
が
、
社
会
問
題
な
ら
び
に

国
際
問
題
解
決
の
大
き
な
鍵
と
な
る
。

（
十
）
模
索
か
ら
行
動
へ
―
い
く
ら
考
え
て
い
て
も
、
い
く
ら
い

い
こ
と
を
し
ゃ
べ
っ
て
も
書
い
て
も
、
実
際
に
形
を
作
ら
な
け
れ

ば
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
地
球
上
で
南
北
問
題
が
あ
る
ご
と

く
、
国
内
に
も
南
北
問
題
は
存
在
す
る
。
都
市
と
農
村
の
問
題
が

そ
れ
で
あ
る
。
我
々
は
南
、
ま
た
は
農
村
か
ら
、
我
々
が
失
っ
た

心
と
自
然
、
安
ら
ぎ
、
人
間
性
を
学
び
、
か
わ
り
に
、
北
、
ま
た

は
都
市
か
ら
は
、
物
、
金
、
技
術
な
ど
を
提
供
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
は
、
外
国
人
、
少
数
者
と
の
接
点
を
持
つ
こ
と
。
と
に
か
く

自
分
で
参
加
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
現
在
ま
で
の
間
に
、

テ
ラ
ア
ピ
ー
ル
『
人
間
の
持
つ
べ
き
文
明
』、
テ
ラ
ト
ピ
ア
、
循

環
型
共
生
社
会
の
創
造
へ
と
つ
な
が
っ
て
行
き
ま
す
。

　
読
み
返
し
て
み
て
、
十
八
年
の
歳
月
が
嘘
の
よ
う
、
時
と
所
は

変
わ
っ
て
も
、
今
で
も
首
尾
一
貫
同
じ
こ
と
を
や
り
続
け
て
い
る

よ
う
で
す
。

　『
地
球
市
民
運
動
』
と
難
し
い
漢
字
の
名
前
は
忘
れ
て
も
、
み

ん
な
が
幸
せ
に
な
っ
て
い

き
ま
す
よ
う
自
分
な
り
に

出
来
る
こ
と
を
こ
つ
こ
つ

と
や
っ
て
行
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

で
は
ま
た
次
回
お
目
に
か

か
り
ま
し
ょ
う
。

（
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
五
日
）

地球市民運動 
人　社会　自然　の相互依存を十分認識し 

すべての　いのち　を慈しみ　強く　優しく　豊かに　美しく育てる 
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タイトルの「とげずと云ふことなきなり」は懐奘編「正法眼蔵随聞記」より拝借しました。 

 
 
 
 
 
　我々はミャンマー連邦ポオー地域で様々なプロジェクトを行っているが、村の開発や農業支援事業に
関しては一貫して同じスタンスを取っている。それは、自らの力で立ち上がろう、自分たちの村は自分
たちの力で良くして行こうという意思の高い村でしか事業を行わないということである。 
　それでは、具体的にそれはどのような村だろうか。村からは我々のプロジェクトに対して、事業実
施の依頼が入ってくる。その場合のインタビューで具体的な点が見えてくる。特に村の問題点は何で
あるかを深く聞き出すことが重要である。村に入り、村の問題点は何かと訊くと多くの村は「資金が
ない」ことをあげてくる。自分たちの村がどんなに頑張ろうと思っても資金が無いために何もできな
いというのだ。その時私は「資金がないの
は村の問題ではないでしょう？資金とは村
の問題を解決するための手段であって、資
金が無いというのは解決手段の一つがない
だけではないですか。資金が無いからでき
ない何かがあるはずです。それが何か考え
て見ましょう。」と話すことにしている。これ
を話すと、すぐにわかる村がほとんどで、村の
問題を抽出し、それを解決するための資金を
作るためにどうしたらいいのかを話し合うことに
なる。そうすれば村の人たちのやる気を高め、
当事者意識を持ってもらい、プロジェクトを展開し
やすくなる。しかしまれに、私の話にぽかんと聞い
ている村があり、この場合骨の折れることになる。
今まで村の問題という点について自分たちで考えてこ
なかったケースがほとんどなので、改めて自分たちで思考することができないのだ。村には困った事はあるのだが、
それを問題だと意識してきていないのであるだから、幾らこちらが呼び水を用意してもなかなか出てこないのである。
問題が村人自身の中で顕在化しない場合、それは問題解決にはいたらないので、事業を行う場合難しくなる。 
　さて、村が自分たちの問題を自分たちで明確に認識すれば、私たちの事業について説明する事になる。その前に、必
ず我々が事業をする場合の村の条件を3つ挙げる事にしている。①TPAはコミティと事業を行うのでコミティが責任を持
つ②村のコミティが中心になって共同農園を行う③TPAの農民研修に参加する、である。この3点は村のコミティが村人と
一緒に自分たちで村を良くしていこうという意識がないとなかなか受け入れにくいものになる。何故なら、①の条件は事業を
失敗したらコミティが責任を取らなければならないとなると、生半可な気持ちでは取り組めないという事になる。また、②の条件
の共同農園はコミティだけがやろうとしても不可能であり、村人の参加が必要である。つまり、村人全てが、この事業に理解を示
すように説得しなければならないという事になる。そして、③の条件はTPAの研修は10日間あり、それに参加するという事はそ
の間は自分の仕事ができなくなる。また、有料なのでお金を払わなければならない。新しい農業技術を学べるにしても、村のため
に学ぶんだという高い意識がなければなかなか参加できないものである。私たちはこの3つの条件を受け入れてもらえることが、村
の自立発展の意識の高さを図る事ができると考えている。 
　私はこの難しい条件を村の人たちが決断しやすいように、TPAがポオー族の地域で事業を始める際にポオー100万人のリーダーであ
るアバー・ウアウンカムティと話したことを紹介する事にしている。それは次の通りだ。『私たちTPAがこの地域で活動を始める事をア
バー・ウアウンカムティに話したときに彼は「皆さんがこの地域のために協力してくれることは本当に嬉しいです。しかし、ただお金を村
にあげるだけの協力はしないでください」と話しました。ポオー地域は貧しい地域なのでどの村もお金は欲しいはずなのに「お金を要ら

ない」といわれた事に驚いて、何故ですかと尋ねました。そうするとアバー・ウ
アウンカムティは「食事はテーブルまで誰かが運んでくれます。しかしそれを食
べるためには自分で口まで運ばなければなりません。誰かに口まで運んでもらっ
たら、今度は自分で食べる事を忘れてしまいます。食べ方を忘れてしまっては、
自分で生きていく事はできなくなります」と話しました。そして、「もし、お金だ
けを欲しいという村があったら、その村には協力はしないでください。もし、村
人が自分たちで自分たちの村を良くするために一生懸命頑張り、それでもどうし
ても立ち上がれない村があったら、そのような村に協力をしてください」と私た
ちにお願いされました。私たちはアバー・ウアウンカムティと自分で立ち上がる村
の協力をさせていただきますと約束しました。ですから皆さん、私たちと一緒に
アバー・ウアウンカムティとの約束を守ろうではありませんか。』アバー・ウアウ
ンカムティは、ポオー族の人々から絶大なる尊敬を集めている人だ。なので、こ
の話を聞いた村人は大きく頷きながら、決意を新たにする事が多い。 
　プロジェクトの始まりは全てこのように始まっていく。そして、このようにして
村人が自分たちの村を良くしていこうと決意していく過程は、私たち日本人は学

ばなければならないものが多くあるように思えて仕方がない。したがって、我々TPAはこの国で単に協力をしているのではなく、学び
あっているのだと考えている。そしてそれこそが、本来の市民団体であるNGOの活動そのものなのではないか、そしてそれが政府系
国際協力機関（国連やJICAなど）との棲み分けとしての我々の存在意義があるのではないか、とも考えているのだ。(了)

事業についての説明中 

問題解決にむけて村人との話し合い 



主な訪問先から 



　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
印
象
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
々
に
は
仏
教
の
教
え
が

体
に
浸
透
し
て
い
る
人
が
多
い
の
で
、
私
は
彼

ら
は
温
厚
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
タ
ン
ボ

ジ
や
ポ
ウ
族
の
人
々
と
触
れ
合
い
、
話
を
す
る

こ
と
で
、
彼
ら
の
目
は
純
で
き
れ
い
だ
と
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
と
目
を
見
て
話
し
て

い
る
と
き
、
目
を
そ
ら
し
て
し
ま
う
自
分
が
い

ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、
無
意
識
に
私
の
心
は
邪
だ

と
感
じ
た
か
ら
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

悪
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
る
と
か
、
貧

富
の
差
を
導
い
て
い
る
の
は
私
た
ち
で
あ
る
と

か
…
…
。

　「
温
厚
で
純
粋
な
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
々
を
ほ

っ
と
い
て
や
っ
て
く
れ
」
と
叫
び
た
い
。
資
本

や
物
が
彼
ら
の
心
を
考
え
を
変
え
て
し
ま
う
か

ら
で
あ
る
。
悪
は
資
本
を
求
め
て
や
ま
な
か
っ

た
国
の
せ
い
で
あ
る
と
思
う
。

　
観
光
な
ど
の
表
層
の
部
分
と
農
村
で
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
よ
う
な
深
層
の
部
分
を
十
日
間
と

い
う
ち
ょ
う
ど
よ
い
時
間
の
中
で
見
て
、
感
じ

る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
今

後
、
長
期
休
暇
を
利
用
し
て
今
回
の
よ
う
な
ス

タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
い
き
た

い
で
す
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
部
抜
粋
）

森
田
　
康
彦

吉
村
　
洋
祐

野
口
　
尚
子

松
田
　
洋
介

　
今
回
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
の
一
番
の
宝
物

は
、
多
く
の
出
会
い
で
す
。
タ
ン
ボ
ジ
の
高
校

生
と
ハ
ム
シ
ー
村
の
人
々
、
現
地
の
大
野
さ
ん

一
家
な
ど
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
達
、
今
回
の
ツ
ア

ー
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
本
当
に
多
く
の
出
会
い
が

あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
今
回
の
旅
を
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
考
え
る
転
機
に
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
働
い
て
い
た
頃
、
社
会
人
と
し
て
生

き
て
い
く
為
の
心
の
在
り
方
や
将
来
に
、
疑
問

と
不
安
を
多
く
抱
え
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
か

し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
十
日
間
は
、
そ
れ
ら
を

少
な
く
と
も
一
瞬
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
タ
ン
ボ
ジ
の
高
校
生
た
ち
は
、
私
よ
り
遥
か

に
厳
し
い
境
遇
の
中
で
、
い
つ
も
笑
顔
で
生
活

し
て
い
た
し
、
ハ
ム
シ
ー
村
の
家
族
た
ち
は
、

毎
日
生
き
て
い
る
事
に
感
謝
し
な
が
ら
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
私
た
ち
が
普
段
気
に

も
止
め
て
い
な
い
よ
う
な
小
さ
な
ア
リ
ガ
ト
ウ

を
生
き
る
喜
び
に
変
え
て
生
き
て
い
ま
し
た
。

　
今
自
分
が
小
さ
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
こ
と

が
何
だ
か
バ
カ
バ
カ
し
く
感
じ
ら
れ
、
心
が
洗

わ
れ
る
様
な
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　
ま
た
お
金
を
貯
め
て
、
そ
う
遠
く
な
い
日
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
待
っ
て
い
る
第
二
の
家
族
た
ち

に
会
い
に
行
く
ぞ
！

（
一
部
加
筆
修
整
）

　
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
最
近
ま
で
ミ
ャ
ン
マ
ー

が
ど
こ
に
あ
る
の
か
も
知
ら
な
か
っ
た
。
今
回

の
ツ
ア
ー
で
は
た
く
さ
ん
の
人
に
会
っ
た
。
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
っ
た
。
地
球
市
民
の
会
が

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。
ど
ん
な
問
題

が
あ
っ
て
、
ど
ん
な
顔
の
人
た
ち
が
ど
う
い
う

ふ
う
に
暮
ら
し
て
い
る
の
か
。
そ
こ
か
ら
見
え

る
風
景
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
。

　
い
ろ
い
ろ
な
事
も
考
え
た
。
物
質
的
な
豊
か

さ
と
精
神
的
な
豊
か
さ
は
な
ぜ
反
比
例
す
る
の

か
。
欲
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
な
ぜ
難
し

い
の
か
。
幸
せ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　
皆
で
あ
あ
だ
こ
う
だ
と
話
し
て
も
こ
た
え
は

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
で
も
そ
れ
で
い
い
ん
だ

ろ
う
と
思
う
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
も
う
知
ら
な
い
国
で
は
な
く

な
っ
た
。
忘
れ
よ
う
っ
た
っ
て
無
理
だ
。
行
く

先
々
で
余
興
の
相
撲
が
大
ウ
ケ
だ
っ
た
こ
と
、

日
本
人
は
皆
へ
っ
ぴ
り
腰
で
ち
っ
と
も
農
作
業

の
役
に
立
た
な
か
っ
た
こ
と
、
ポ
オ
の
村
で
見

上
げ
た
夜
空
が
呆
れ
る
ほ
ど
見
事
な
星
空
だ
っ

た
こ
と
。
何
と
言
っ
て
も
あ
の
国
に
は
家
族
が

い
る
。
別
れ
際
、「
ま
た
帰
っ
て
く
る
の
だ
か

ら
泣
く
必
要
は
無
い
」
と
笑
顔
で
送
り
出
し
て

く
れ
た
人
た
ち
に
ま
た
い
つ
か
会
い
に
行
き

た
い
。

　
楽
し
い
旅
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
旅
で
し
た
。

　
電
気
も
ほ
と
ん
ど
な
い
、
水
し
か
で
な
い
シ

ャ
ワ
ー
。
日
本
で
は
キ
ャ
ン
プ
の
時
に
あ
る
か

な
い
か
と
い
っ
た
場
面

に
幾
度
と
な
く
遭
遇
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
場

面
に
遭
遇
し
、
誰
か
が

発
電
し
な
け
れ
ば
、
誰

か
が
農
作
物
を
つ
く
っ

て
く
れ
な
け
れ
ば
、
自

分
は
生
活
す
る
こ
と
す

ら
で
き
な
い
と
い
う
事

実
を
改
め
て
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
こ
と

に
改
め
て
気
付
い
た
と

き
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人

た
ち
が
私
た
ち
が
当
然

だ
と
思
っ
て
い
る
も
の

に
対
し
、
日
々
感
謝
し

生
活
し
て
い
る
こ
と
に
本
当
に
感
動
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
あ
る
も
の
に
対
し
て
感
謝
が
で
き
る
彼
ら

を
見
習
い
た
い
。
私
は
そ
う
強
く
感
じ
ま
し
た
。

日
々
感
謝
す
る
と
い
う
当
た
り
前
で
大
切
な
こ

と
だ
け
ど
も
、
日
本
で
は
な
か
な
か
気
付
く
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
ふ
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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年末に起きたスマトラ島沖地震にともなうスリランカ津波被災者支援については、ご協力を賜り誠にありが
とうございました。皆様からいただいた支援金は総額296,994円になり、当会が1997年より奨学金を提供し

ておりますスリランカのゴール市にあるサンガミタ女子高校の生徒の中で津波で家屋や親を失ってしまった子供達
14名に津波被災支援金として提供することができました。改めまして皆様の心のこもったご支援に心より感謝申し
上げます。
　あれから１年が過ぎようとしておりますが、現地はまだまだ復旧の最中です。当会の現地の協力者であるニシャ
ンタ氏によると、奨学金を受け取った彼女たちの表情もまだ暗いとのこと。今回奨学金を受けた生徒の皆さんが当
時を振り返ってくれました。

昨 

 　12月26日、私の家族はみんな逃げ
ることができ、命拾いをしました。私
たちの家は津波に破壊されてしまいま
した。その後私達は7月から政府によ
って提供された仮設住宅に住んでいま
す。2006年のアドバンスト・レベル・

テストを受ける事ができることを望んでいます。 

　津波が来ていた時、私と母は家にい
ました。私たちは最初の波は免れるこ
とができましたが、2度目の波が来て
いると聞き安全な場所へ走りました。 
　私たちの家は完全に津波によって破
壊され、私は学校へ行くために知人の

家に住まなくてはなりませんでした。私の母は今年の
4月に仮設住居に住むまでに被災者キャンプにいました。
昔のように海に近いところに住んでいるので大変怖い
です。 
　私はアドバンスト・レベル・テストのために科学の
勉強をしていましたが私の本は全て津波で流されてし
まいました。その後、ある僧侶が被災した人のために
新しい家を建設しました。しかし、私と母はまだ怯え
ながら暮らしています。 

 　津波のために、私達は全てのものを
失いました。 
　津波の日、母だけが家におり、彼女
は何とか木のてっぺんに登って難を免
れました。現在私たちはゴールにある
避難所で暮らしています。 

　津波が来たとき私達は幸運にも家か
ら十分遠い場所におり、怪我をせずに
すみました。でも私たちの家は完全に
破壊されてしまいました。その後私達
は避難所で暮らしています。しかしそ
の避難所から学校に通うにはいくつか

の困難があります。その後わたしはおじの家にくらし
ており2006年のアドバンスト・レベル・テストを受
けれるよう望んでいます。 

※アドバンスト・レベル・テスト：日本の大学入学試験と

同じ意味を持つ。全ての科目に合格し、高得点を取った

人から全国の大学・短期大学に振り分けられる。

ムディダ ダルシャニ テュデュワゲ さん（１９才） 
 

K T インデュシャーンティ さん（１４才） 
 

ルワン クマーリ ディシルワ さん（１７才） 
 

P K G ナディーカ プシュパクマーリ さん（１７才） 
 

津波被災支援金の受給者（14名中贈呈式に出席した９名） 津波被災支援金の贈呈式の様子 



る、平成１７年１０月２９日(土)、
佐賀市の地球平和道場にお

きまして、地球市民の会チャリティ
ーイベント『えぇじゃん！ASIANふぇ
すてぃばる』を開催いたしました。 
　今回のイベントは、地球市民の会
の会員さんはもちろん、これまで地
球市民の会や国際協力などにあま
り馴染みのない一般の方々にも、地
球市民の会の活動を知っていただき、
交流を深めていただくことを目的
に開催いたしました。 
 

日は、第一部に地球市民の
会の事業報告会、第二部に

懇親会とバザー、パネル展示会を
実施いたしました。 
　懇親会では、スタッフとボランテ
ィアの方々による手作りアジア料理
とアジアのビールを販売、またバザ
ーでは会員さんなどからご提供い
ただいた家庭用品や食品を販売い
たしました。 

日を通して大変多くの方々
に足を運んでいただき、第

二部は特に賑わいました。 
　大人の方はもちろんですが、古賀
英語道場・空手道場に通っている子
どもたちも多く参加してくれました。 
 

加してくださった方々にお
話を伺ったところ、「バザー

は安くて一杯買ってしまった」、「料
理がおいしくて食べ過ぎてしまった」
といった嬉しい感想をたくさん頂き
ました。 
 

た、イベントの開催にあたり、
事前準備や当日のボランテ

ィアスタッフの方々、各料理をご担
当くださった方々、バザーの商品を
ご提供くださった方々など、本当に
多くの方々のご協力をいただき、手
作り感にあふれた温かいイベントに
なりました。 
　スタッフ一同心より感謝申し上げ
ます。本当にありがとうございました。 

去 

当 

一 

参 

ま 

当日のメニュー紹介 
 

当日のメニュー紹介 
 
 

★アジアのカレー★ 
●スリランカカレー 
●ミャンマーカレー・チェッターヒン 
●タイ・グリーンカレー 

★アジアのおつまみ★ 
●ゴダンバラ・ロティ(スリランカ) 
●バナナ春巻(タイ) 
●ガイヤーン（タイ風焼鳥) 
●春雨サラダ（タイ） 
●タピオカボール（ミャンマー） 

この日の売上げは、タイ・スリランカ・ミャンマーでの活動に充てられます。 

当日の料理です！ 会場の様子 パネル展示 

　
は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
度
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
事
業
ヤ
ン
ゴ
ン
調
整
員
の
後
任
と

し
て
、
首
都
ヤ
ン
ゴ
ン
に
赴
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
前
職
ま
で
東
京
で

働
い
て
い
た
の
で
、
今
回
佐
賀
に
拠
点

を
置
く
「
地
球
市
民
の
会
」
で
働
く
こ

と
に
な
り
、
新
し
い
土
地
で
の
新
し
い

経
験
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
私
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
出
会
い
は
六

年
程
前
に
な
り
ま
す
。
あ
る
日
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
立
ち
、

四
週
間
か
け
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
を
周

り
ま
し
た
。
ヤ
ン
ゴ
ン
国
際
空
港
に
初

め
て
降
り
立
っ
た
時
の
独
特
の
感
覚
を
、

今
で
も
良
く
覚
え
て
い
ま
す
。
旅
行
中

に
出
会
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
々
や
風

景
の
印
象
は
と
て
も
強
く
、
そ
れ
以
来
、

い
ず
れ
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
関
わ
る
仕
事
を

し
た
い
と
思
い
続
け
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
行
き
が
決
ま
り
、

今
は
期
待
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

気
楽
な
個
人
旅
行
と
違
い
今
回
は
責
任

も
重
い
で
す
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
日
本

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る

活
動
の
サ
ポ
ー
ト
が
出
来
る
よ
う
、
が

ん
ば
っ
て
来
よ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新ヤンゴン 
調整員紹介 



　10月16日に佐賀県国際交流協会の主催で「佐賀国際交流・協力フェスタ2005」が開催され当会も参加しました。 
　この催しは、県内で国際交流・協力分野の活動に取り組んでいる民間団体の紹介及び県民への理解を目的として毎年
行われています。 
　当日は「1日限定アジアンカフェ！」ということで地球市民の会の海外（ミャンマー、スリランカ、タイ）での活動の模様を紹
介したパネルの展示とともに、各国のクイズにチャレンジしていただき、スリランカとミャンマーのお茶、タイのドライフルー
ツを楽しんでいただきました。150名以上の方にブースに参加いただきました！皆様、ありがとうございました！ 

当日出題したクイズです！ぜひ挑戦してみて下さい！ 
 

クイズ タイ編 クイズ タイ編 

クイズ ミャンマー編 クイズ ミャンマー編 

クイズ スリランカ編 クイズ スリランカ編 

答え①Bマンゴー②D緑色③A宗教④D米粉⑤C牛肉⑥Dタナカ⑦Aンガー⑧B労働者⑨Aダイヤモンド⑩Bホンダ⑪A紅茶⑫D光輝く島 

①タイの乾季に、時ならずパラパラと降る雨の事を果
物の名前を用い「××の実を洗う雨」と言います。こ
の果物の名前は何？ 
　A ： ドリアン　B ： マンゴー 
　C ： アボガド　D ： グアヴァ 
 
②タイ語で「怒気を含んだ声」を「××色の声」と言い
ます。ズバリ何色の声でしょう？ 
　A ： 赤色　B ： 黄色　C ： 青色　D ： 緑色 

③タイの国旗の色には意味があります。紺は国王、赤
は民族、さて白は何でしょう？ 

　A ： 宗教　B ： 仏像　C ： 像　D ： 寺院 
 
④タイの屋台で気軽に食べられる、日本のラーメンに
も似た緬があります。この緬の原材料は何でしょう？ 
　A ： 小麦粉　B ： そば粉　C ： パン粉　D ： 米粉 
 

⑤ミャンマー人が決して口にしない動物の肉があります。
　それは何の肉でしょう？ 
　A ： 馬肉　B ： 豚肉　C ： 牛肉　D ： 鶏肉 
 
⑥ミャンマーでは木の幹をすりおろし日焼け止めに使
い　ます。その日焼け止めを何と呼ぶでしょう？ 
　A ： サトウ　B ： イケダ　C ： ヤマダ　D：タナカ 

⑦ミャンマー語の数字の５の発音はどれでしょう？ 
　A ： ンガー　B ： ドリャー 
　C ： フニャー　D ： アギャー 
 
⑧ミャンマーの国旗で稲穂は農民、星はミャンマーの
州と管区を表します。さて歯車は何を表しているで
しょう？ 
　A ： 元首　B ： 労働者　C ： 軍政府　D ： パゴダ 

⑨スリランカは鉱産物産出国でも有名です。が、唯一採
れない宝石があります。それは何でしょう？ 

　A ： ダイヤモンド　B ： サファイヤ 
　C ： ルビー　D ： キャッツアイ 
 
⑩スリランカではけちな人を「ローバ」、嘘つきを「ボル
カーラ」と呼びます。さて、良い人は何と呼ぶでしょう？ 
　A : マツダ　B ： ホンダ　C ： トヨタ　D ： ニッサン 
 

⑪スリランカはお茶の生産で世界的に有名です。その
お茶は何でしょう？ 
　A ： 紅茶　B ： 緑茶　C ： ウーロン茶　D ： 加藤茶 
 
⑫国名のスリランカには意味があります。どんな意味で
しょう？ 
　A ： 安らぎの島　B ： 神の住む島 
　C ： 天国に近い島　D ： 光輝く島 
 



古賀悦子さんは青年海外協力隊美術の職種で現在ボツワナ共和国で活動中です。佐賀県佐賀市出身。 

　モチュディ村で、高校の美術教
師として活動を始めて、１年にな
りました。学校へ向かい、毎朝６
時過ぎに家を出ます。通勤バスの
車内には、朝っぱらから陽気なア
フリカ音楽が流れています。学校
へ着くと、校門では先生が、生徒
の服装検査をしています。「シャ
ツはズボンの中に入れなさい」「女
子のスカートが短い」など、なん
だか日本と似ていますね。
　授業が始まると、まず生徒に画
材を配ります。騒ぐ生徒の声より
大きな声で「静かに」と怒鳴って
も効果なし。歌ったり踊ったりす
る生徒もいて、てんやわんやです。
赴任時に驚いたことには、ここで
の絵画は、写真の複写が中心でし
た。写真の上に薄紙をひいて、上
からなぞる作業。そこへ、創造性
のある絵画制作を取り入れること
が私の目標の一つです。
　昼食の時間になると、生徒はプ
ラスチックの皿を持って食堂に並

びます。トウモロコシの粉をゆで
た主食に、おかずは肉や青菜を煮
たもの。味の評判はいまひとつ。
ここの食文化は本当に素朴で、ほ
とんどの料理が、塩で煮る、とい
うだけです。今のところ学費や教
材費、給食はすべて無料ですが、
来年から保護者の一部負担になる
そうです。
　帰りのバスに乗りこむと、車窓
に映る、牛やヤギたち、走り回る
ニワトリ、ゴミだらけの道端、く
ずれたブロック塀、破れたかやぶ
き屋根、人々の笑顔、無限のサバ
ンナ、大きな夕暮れ。ここでは、
自然は荒々しく永遠で、人々の暮
らしが小さく、はかないように見
える。
　ボツワナでは、絵画の歴史も浅
く、美術教育も始まったばかり。
この地平から、何を創造し、生み
出していくのか、同僚や生徒たち
とともに試行錯誤の日々を送って
います。

　
今
年
四
月
か
ら
約
八
ヶ
月
間
、
地
球
市
民
の
会
の
イ

ン
タ
ー
ン
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
た
吉
村
洋
祐
君
の
任

期
が
終
了
し
ま
し
た
。

■
イ
ン
タ
ー
ン
の
感
想
■

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！

　
本
当
に
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
議
で
色
々
な
人
の
意
見

を
聞
い
た
こ
と
、
人
の
思

い
を
英
語
に
訳
す
と
い
う

こ
と
、
自
ら
考
え
企
画
し

て
実
行
に
移
す
と
い
う
こ

と
、
私
が
経
験
で
き
た
こ
と
の
例
を
挙
げ
れ
ば
き
り

が
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で

分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
経

験
は
自
分
に
何
が
足
り
な
い
か
、
自
分
に
は
何
が
で

き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え
る
機
会
を
私

に
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
自
分
に
と
っ
て
大
変
意
味
の

あ
る
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
八
ヶ
月
間
、
私
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
な

ん
だ
か
ん
だ
言
っ
て
も
、
一
番
よ
か
っ
た
の
は
理
屈

ぬ
き
に
楽
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
地

球
市
民
の
会
に
遊
び
に
行
き
ま
す
の
で
、
そ
の
時
は

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！ 

生徒作品（自画像） 

ポスター制作中の生徒の横顔 



本の皆さん、Hamjambo？（スワヒリ語：ごき
げんいかがですか？）。私がタンザニアに来て

1年半が経ってしまいました。今回は、タンザニアに
ついて少しご紹介したいと思います。 
 
　タンザニアというと皆さん名前は良く聞いたことがあ
るかと思います。日本でもマラソンのテレビ中継で、タ
ンザニアの選手が活躍している姿を、観たことがある
かと思います。でも実際にアフリカのどこにタンザニア
という国があるかということはあまり知られていません。
一度地図をめくって調べてみるのもいいでしょう。タン
ザニアはアフリカ大陸の中東部に位置し、赤道よりも
少しだけ南側にあります。東はインド洋に面し、西は
アフリカ3大湖のビクトリア・タンガニーカ・マラウイ湖、
北はアフリカ最高峰のキリマンジャロ山、そして内陸部
は多くの動物達が生息する自然国立公園等があり、見
所満載の国です。赤道近くなのでとても暑いと思われ
がちですが、そうでもありません。東部の海岸沿いは
とても暑いですが、内陸に入ると標高が高いので、気
温は下がり、場所によっては寒くてコートが必用なとこ
ろもあります。タンザニアで1番の都市は、ダルエス
サラーム。街には人が溢れ、活気に満ちています。
道路には路店が並び、また、交差点では、信号待ちし
ている車に物を売り歩いて、人の活力がみなぎってい
ます。車は殆ど、日本車。タンザニアの人達には日本
車、また、電化製品も日本製が人気があります。日本

を離れた外国から日本を観てみると、日本って改めて
すごい国だなーと感じてしまいます。タンザニアは今、
発展途上国の一国です。しかし今、海外からの援助、
外国からの企業の進出、そして政府の努力により急速
に発展しています。町には物が溢れ、次第に人々の
生活も潤っています。その中でも携帯電話の普及は
著しいものがあります。日本では電話回線によるダイ
ヤル式の電話や、プッシュホン等段階を経て携帯電話
が現在一般に普及してしまったことを考えると、この
国で電話回線の電話が普及するよりも携帯電話のほう
が速く普及しているのを目の当たりにすると、何かお
かしな感じがしてしまいます。そんな国の発展とは裏
腹に貧富の差も大きくなっていることも事実です。多
くの人が貧しい中、1日1日を一生懸命生きています。
いつも陽気で、明るく、毎日を楽しく暮らしてるタンザ
ニアの人達を見ると私自身も元気が湧いてきます。 
そんな中、現在の物の急速な普及と国の西欧化でタン
ザニア独自の文化、タンザニア人の良さが少しずつ失
われていっている気もしています。こんなめまぐるし
い変化を遂げるタンザニアの状況が今後どうなるか楽
しみに思い、またこの国に住み、時代の変化を間近で
観ることのできる今の自分を幸せに感じています。 
 
※牛嶋さんは現在青年海外協力隊の理数科教師とし
　て現在タンザニアで活動中。12月帰国予定。 

日 

（スワヒリ語で“ゆっくり、ゆっくり”） 

東に広がるインド洋 

Ngorongoro自然保護区（写真はヌーの群れ） 



平成17年６月１日から９月31日までの集計です。 平成17年８月１日から12月3日までの報告です。

◆新入会員 
　これからよろしくお願いします。 
【団体会員】 
みどりや茶舗 
【維持会員】 
久恒　力也 
【正会員】 
田中　哲生・藤木　祐太 
【維持会員】 
太市原次郎・井戸　敏三 
小関　　哲・川副　春海 
永冨　　丈・山口美佐子 
【学生会員】 
渡邊真紀子 
【少年会員】 
山口　裕太 
 
◆継続会員 
　ご継続ありがとうございます。 
【団体会員】 
株式会社　佐電工 
【正会員】 
安心院晶子・天ヶ瀬三津代 
井上　信宏・植田　和実 
愛媛地球市民の会 
大島　泰介・大石　竜基 
岡本麻里子・川崎　千穂 
菊野　善久 
キャサリン　オハットニッキー 
桑原　允彦・古賀　和夫 
古賀　洋子・古賀　正也 
小山　恭子・砂田　昭彦 
鈴木　良一・田口　光雄 
高尾　　剛 
地球市民の会ぎふ 
中島　法道・中村　泰介 
中本　正一・永渕　義久 
野本　正彦・原　　利幸 
平井　幸香・広瀬　泰則 
藤原　克子・古川　　康 
馬郡　有子・松尾雄次郎 
三上喜美子・諸井　政司 
横島　龍一・吉村　典子 
【学生会員】 
古賀　友大・樋口　美香 
弥冨　雅信 
【講読会員】 
大野　伸寛・高田　理恵 
山崎　弥生 

◆地球市民奨学金 
　これからよろしくお願いします。 
【タイ　クーキャオ中学校】 
阿部　尚子・阿部　礼子 
伊豆　哲也・池田　　瑛 
井上　祥子・上田美智子 
緒方　賢義・亀井　初美 
川原田勝子・紀伊　保男 
古賀　洋子・櫻井　愛子 
式町　伸子・末次　摂子 
藤崎　紗織・豆田美穂子 
宮崎　照代・森永　勝馬 
【タイ　クーキャオ高校】 
式町　伸子・満岡　　聰 
【ボーゲウ校】 
唐沢　利夫・佐々木サキ子 
式町　伸子・寺澤　順子 
土井　敏弘・林　　和恵 
龍　　千秋・豆田美穂子 
山口ハツエ 
 
◆書損じはがき・古切手　他 
　いつもありがとうございます。 
有限会社あどさんらいず 
伊藤　節子・NHK佐賀放送局 
円城寺久好 
九州カタン糸株式会社 
兼平　翔・株式会社ミゾタ 
小石原和男・古賀英語道場 
佐賀県国際課 
佐賀県立盲学校 
佐賀リコー株式会社管理課 
佐久間せつ子 
正島脳神経外科病院 
田中　良亮 
つつみクリニック 
土井　敏弘 
林酸素商会株式会社 
森永　勝馬・吉村　　薫 
山内　里紗・龍　　千秋 
 
◆寄付金 
　ご寄付ありがとうございます。 
【事務局支援金】 
池田　　瑛・久保　信幸 
坂本　　舞・砂田　昭彦 
冨野ともえ・平野　喜幸 

モンゴル国立子供芸術センタ－・ 
ワールドピースパークに車輌を贈呈 

車輌贈呈式の様子 
（右：佐賀トヨペット株式会社・代表取締役　内田健氏） 

　
佐
賀
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

環
境
協
力
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
地
球
市
民
の
会
の
想
い

が
一
つ
に
な
り
、
八
月
に
モ
ン
ゴ
ル
の
国
立
子
供
芸
術

セ
ン
タ
ー
に
四
輪
駆
動
車
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
七
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
の
多
く
の
孤
児
が
色
々
な

技
術
を
身
に
付
け
る
た
め
に
学
ん
で
い
ま
す
。
現
地
で

は
道
路
事
情
が
大

変
悪
い
た
め
に
、

急
病
の
子
供
た
ち

を
運
ぶ
時
な
ど
に

四
輪
駆
動
車
が
不

可
欠
な
の
で
す
。

　
今
後
こ
の
車
は

子
ど
も
達
の
命
を

守
る
た
め
に
生
か

さ
れ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。



 

 
　〒061-3214　北海道石狩市花川北４条2-197 
　会長／阿部功　事務局長／新保知博 
　TEL・FAX：0133-74-1296 

　〒963-8681　福島県郡山市喜久田町卸1丁目120-1 
　　　　　　　　㈱石黒 
　会長／事務局担当　石黒秀司 
　TEL：024-959-6426　FAX：024-959-6577 

　〒103-0012　東京都中央区日本橋堀留町1-2-13 
　　　　　　　　信州会ビル4F　㈱ナチュラル内 
　会長／津川宏幹　事務局長／青木高広 
　TEL：03-3662-0331　FAX：03-3662-0400 
　E-mail：aoki@nun.co.jp 

 
　〒231-0821　神奈川県横浜市中区本牧原3-1-203 
　会長／松澤幹治　事務局担当／近田真知子 
　TEL・FAX：045-622-9661 
　E-mail：port@tpak.org 

 
　〒514-0027　三重県津市大門7-15津センターパレス3Ｆ 
　　　　　　　　津市市民活動センター内 
　会長／伊藤洋之　事務局担当／秋葉幸信 
　TEL：059-226-5700　FAX：059-224-8911 
　E-Mail：miemiemiemie21@hotmail.com 

 
　〒501-6241　岐阜県羽島市竹鼻579-1　竹花園内 
　会長／森幹治　事務局担当／平井八重子 
　TEL：058-391-5415　FAX：058-391-8600 

 
　〒790-1121　愛媛県松山市中野町甲640 
　　　　　　　　はばたき授産園内 
　会長／篠崎和夫　事務局担当／丹生谷宗久 
　TEL：089-963-3772　FAX：089-963-3795 

 
　〒814-0164　福岡県福岡市早良区賀茂２丁目30-4 
　　　　　　　　㈱増屋内 
　会長／増田誠司　事務局担当／西村和寿 
　TEL：092-801-5888　FAX：092-801-5789 

 
　〒802-0006　福岡県北九州市小倉北区魚町1-5-14 
　　　　　　　　中央会館２F 
　会長／河野一郎　事務局担当／大山研児 
　TEL：093-521-8181　FAX：093-551-2296

環境を考えこの会報誌は再生紙を使用し、大豆インクで印刷しています 
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　地球市民の会、及び地球市民運動は、特定のいかなる思想、宗教、政党とも、特別な関係は一切なく純粋に、世界中の人々のニコニコ生活を目指した運動を展開しております。 

編
集記

後

■
あ
っ
と
い
う
間
に
二
〇
〇
五
年
も
あ
と
一
ヵ
月
を
残
す
と
こ
ろ
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
初
め
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
津
波
支
援
に
続
き
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
新
事

業
が
正
式
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
地
球
市
民
の
会
と
し
て
も
様
々
な
こ
と
が
あ
っ

た
一
年
で
し
た
。
■
ま
た
、今
年
始
め
財
政
的
に
厳
し
い
こ
と
を
お
伝
え
い
た

し
ま
し
た
と
こ
ろ
多
く
の
方
々
か
ら
暖
か
い
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
■
十
月
二

十
九
日（
土
）に
行
わ
れ
ま
し
た
地
球
市
民
の
会
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト（
え
え
じ
ゃ
ん
！
Ａ

Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｎ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）で
は
本
当
に
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、改

め
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
畑
で
収
穫
さ
れ
た
農
作
物
を
お
持
ち
く
だ
さ
っ
た

方
、機
材
を
貸
し
て
い
た
だ
い
た
方
、当
日
イ
ベ
ン
ト
に
時
間
を
つ
く
っ
て
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
方
、ス
タ
ッ
フ
と
し
て
一
緒
に
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
・・・
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
■
毎
日
の
生
活
の
中
で
、い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
き
ま
す
。そ

の
過
程
で
人
も
組
織
も
変
化
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、場
合
に
よ
っ
て
大
切
に
残

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
と
、変
革
し
成
長
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分

の
取
捨
選
択
は
難
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
切
な
モ
ノ
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
私
た
ち
が
思
う
よ

う
な
見
え
方
や
聞
こ
え
方
を
す
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、後
に
な
っ
て
選
択
を
誤
っ
た
と
思
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。あ
の
時
あ
あ
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
、悲
し
い

か
な
一
秒
た
り
と
も
過
去
に
も
ど
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、つ
く
り
変
え
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
は
今
年
も
何
度
も
そ
う
い
っ
た
場
面
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。し
か

し
、過
去
は
あ
く
ま
で
学
び
を
得
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、私
達
は
過
去
に
生
き
る
事
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
未
来
は
ま
だ
来
て
い
ま
せ
ん
。
私
が
で
き
る
こ
と
は
、「
今
」
の
積
み
重
ね

で
で
き
あ
が
る
未
来
が
少
し
で
も
良
く
な
る
よ
う
に
、今
こ
の
瞬
間
に
自
分
が
こ
の
場
所
で
で

き
る
こ
と
に
精
一
杯
取
り
組
む
こ
と
で
す
。
悩
み
な
が
ら
も
一
瞬
一
瞬
を
大
い
に
楽
し
み
、一

秒
後
の
未
来
、十
年
後
の
未
来
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
課
題
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
深
く
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
一
年
で
し
た
。
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
を
胸
に
、こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
の
で
、今
後
と
も
叱
咤
激
励
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
！ 

 

◆コーヒーはキーコーヒーのスペシャルブレンドで。　納富 
◆酒は楽しく呑む！　川平 
◆“きっといいことがある。夢はかなうんだ！！”と 
　口に出して言ってみること・・。　西村 
◆なんでも楽しんでやってみること。　吉村 
◆いつも忘れぬ旅心。　池田 
◆今 ココ！　山田 
◆迷ったら、とりあえず試してみること。　長谷川 
 

　スリランカはインド洋の南東に浮かぶ島国で『光輝く島』と呼ば
れる、九州とほぼ同じ作りの広さです。
　「シショダヤ奨学金」はスリランカにおいて恵まれた才能と強い勉
強への意欲がありながら貧困のために進学できない生徒を経済的、
精神的に支援するために設けられたものです。皆様の暖かいご支援
があれば彼女たちはきっとスリランカを背負っていく人材になるは
ずです。どうかこの趣旨をご理解いただき、ご協力いただきますよ
う心よりお願い申し上げます。
≪申込み方法≫　別紙の申込書に必要事項をご記入のうえ、地球市
民の会までお送りください。
協　力　先　サンガミタ女子高校
期　　　間　2006年 1月～ 2008年 12月（２年間）
対　象　者　2005年入学者　高校生 5名
支　援　額　32,000円
支払い方法　2年分一括納入（32000円× 1回）
　　　　　　1年分分割納入（16000円× 2回）
振　込　先：郵便振替　01790－ 3－ 26351
　　　　　　特定非営利活動法人　地球市民の会
※通信欄に「シショダヤ奨学金」と記入して下さい。
　現金書留の場合：地球市民の会宛てにお送りください。
　お問合せは地球市民の会事務局まで！！


